
２０２３年５月１８日

1

第５２期

株式会社ジーフット
定時株主総会



2

事業報告



3

（１）事業報告 ①２３年２月期連結業績

■ 連結損益サマリー

(単位:百万円)

※旧収益認識基準の前期実績との増減・対比

【２３年２月期 通期連結業績】

前 期 ２３年２月期
前期比

前期増減※
通期業績予想

(１０月５日修正)
収益認識基準

適用影響

売上高 66,266 65,695 99.1% 63,000 ▲ 285

営業総利益率 41.2% 40.8% ▲ 0.4 - -

販売管理費 34,010 31,618 93.0% - ▲ 174

営業利益 ▲ 6,648 ▲ 4,804 + 1,844 ▲ 5,400 + 7

経常利益 ▲ 6,802 ▲ 5,004 + 1,798 ▲ 5,600 + 7

当期純利益 ▲ 7,142 ▲ 5,523 + 1,619 ▲ 5,950 + 7



２３年２月期 ２４年２月期 ２５年２月期 ２６年２月期

経営基盤
再構築

成長戦略に
向け基礎固め

成長戦略へ舵
成長スピード

加速

（１）事業報告 ②２３年２月期の位置づけ
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２３年２月期重点施策

(１)事業構造改革
①不採算店舗の整理
②アスビーブランド統一

(２)ＭＤ構造改革
①店舗の強みを最大限発揮できる品揃え
②サイズ欠品による販売機会ロス撲滅
③持越し在庫の削減

(３)組織・コスト
　　構造改革

間接部門のコスト削減

【年度方針】経営基盤再構築



コロナ禍

２１年２月期 ２２年２月期 ２３年２月期

実績 実績 実績

閉店店舗数 43 76 72 191

期末店舗数(単体) 842 773 704

３カ年計

（１）事業報告 ③事業構造改革の取り組み状況
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■ 不採算店舗の整理 ２３年２月期の取り組み状況

２３年２月期は、７２店舗の不採算店舗を閉店
コロナ禍以降３カ年で、１９１店舗を閉店(全店舗の約３割に相当）

【年度別 閉店店舗実績】

(連結)２３年２月期
期末店舗数 ７１１店舗

不採算店舗の整理は、２３年２月期までで一定の目途が立ち、
２４年２月期で完了



（１）事業報告 ③事業構造改革の取り組み状況
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■ アスビーブランド統一 ２３年２月期の取り組み状況

団塊世代

ミレニアル世代Ｚ世代

団塊ジュニア

【これまで】 【アスビーブランド統一】

売 場 お客さまが見やすく・買いやすい売場

品揃え これまでと部門別構成比を大きく変える

販 売 セルフ販売から接客販売へシフト

販 促 思わず来店したくなる動機づくり

グリーンボックスのアスビー改装のポイント

２３年２月期は、３５店舗の改装を実施(計画通り)
改装後の平均売上高は、改装前の１.２倍の実績で推移

(グリーンボックス総店舗数の９％をアスビーブランド化)



（１）事業報告 ④ＭＤ構造改革の取り組み状況
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■ 統一品揃え・サイズ欠品撲滅 ２３年２月期の取り組み状況

地域/店舗特性

共通品揃え オプション

品揃えお客さまニーズの
品揃え 店舗ニーズの品揃え

雪寒地

高齢者職業

社会行事
＋販売実績に基づいて

ｱｲﾃﾑを絞り込む
(単品精度向上)

グ
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ン
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ス

ア

ス

ビ

ー

ア
ス
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ー
フ
ァ
ム

ア
ス
ビ
ー
キ
ッ
ズ

店舗屋号別品揃え

お客さま

統一品揃えアイテム数
３分の１に

削減

(１)サイズ欠品による販売機会ロス撲滅、商品在庫適正化を実現させる為
２３年２月期に品揃えの再構築と持越し在庫削減に取り組む

１アイテム
当たり

発注数３倍

(２)２３年２月期に、統一品揃えの完成を計画するも５０％の進捗に留まる

お客さま

【これまで】

市場動向/トレンド

【これから】



２２年２月期
５６％

（１）事業報告 ④ＭＤ構造改革の取り組み状況
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■ 持越し在庫の削減 ２３年２月期の取り組み状況

【年度別 在庫原価実績】

(１)下半期に持越し在庫削減を一気に進め、計画通りの在庫水準で着地

(２)持越し在庫削減により、総在庫に占める当期品在庫の構成比が改善

コロナ禍

総在庫に占める
当期品在庫の構成比

１４５日

１４６日

３４６億円

２５４億円

２３年２月期
９３％

総在庫原価

総在庫原価



（１）事業報告 ⑤組織・コスト構造改革の取り組み状況
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■ 間接部門のコスト削減 ２３年２月期の取り組み状況

コロナ禍前から
１００億円を削減

コロナ禍

【年度別 販売管理費実績】

人件費
△１１億円

設備費
△ ９億円

販促費
△ ２億円

一般費
△ ２億円

２２年２月期
⇒２３年２月期

２３年２月期は、販売管理費を前期から２４億円削減(計画比９３％)
コロナ禍以降、人件費の抑制、不採算店舗整理、継続店舗の賃料減免等に
取り組み、３カ年で１００億円のコストを削減



（１）事業報告 ⑥事業再生の進捗状況
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■ ２３年２月期の成果及び２４年２月期の課題

【成果】不採算店舗の整理に目途がつく

【課題】アスビーブランド統一の加速化

【成果】在庫適正化に向け、持越し在庫削減に目途がつく

【課題】統一品揃えの完成(２４年２月期 ８月末)
　　　　単品管理の精度向上

【成果】販売管理費を一定水準まで圧縮

【課題】黒字化に向け、コスト削減をさらに進める

(４)ＥＣ事業の
　　成長と拡大

【課題】ＥＣ事業の黒字化

(１)事業構造改革

(２)ＭＤ構造改革

(３)組織・コスト
　　構造改革



【借入の概要】

(１)借入先 イオン株式会社

(２)借入金額 ５０億円(５０億円を極度額とする極度貸付契約)　

(３)借入利率 変動金利

(４)借入期間 ２０２３年２月２８日から２０２４年２月２９日までの間　

(５)借入の返済 個別の借入れ時に定める日　

(６)担保・保証の有無 無

(７)遅延損害金
取引約定書に基づく債務を履行しなかった場合には、支払うべき
金額に対して年14％(365日の日割計算)の割合の損害金を支払う
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（１）事業報告 ⑦資金借入について

２０２２年１０月５日、当社よりイオン株式会社に対して経営支援を要請
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対処すべき課題



２３年２月期 ２４年２月期 ２５年２月期 ２６年２月期

経営基盤
再構築

成長戦略に
向け基礎固め

成長戦略へ舵
成長スピード

加速

（３）対処すべき課題 ①２４年２月の位置づけ
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【年度方針】成長戦略に向け基礎固め

２４年２月期重点施策

(１)事業構造改革 アスビーブランド統一の展開本格化

(２)ＭＤ構造改革

①統一品揃えの完成
②ＰＢ(プライベートブランド)商品の拡大
③単品管理の精度向上
④商品在庫適正化

(３)組織・コスト
　　構造改革

①現場起点の組織体制構築
②本社・店舗のデジタルシフト

(４)ＥＣ事業の
　　成長と拡大

オムニチャネル化の推進、ＥＣとリアルを繋げる



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

■ 事業構造改革 アスビーブランド統一の展開本格化

(１)２４年２月期 グリーンボックス１０９店舗改装(累計１４４店舗)

(２)２５年２月期 グリーンボックス１６２店舗改装(累計３０６店舗)

２３年
２月期末

２４年
２月期末

２５年
２月期末

構成比

９％
構成比

４０％
構成比

８５％

【グリーンボックス総店舗数に占めるアスビー改装店舗の構成比】
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アスビーブランド
統一加速化



２３年２月期 ２４年２月期 ２５年２月期 ２６年２月期

売上構成比 売上構成比 売上構成比 売上構成比

31% 35% 40% 50%
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１．外部知見を積極的に取り入れる
２．ソーシング先の開拓

ＰＢ商品の売上拡大に必要な取り組み

■ ＭＤ構造改革 荒利率改善への取り組み

（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

【ＰＢ年度別計画】

ＰＢ(プライベートブランド)商品の売上拡大

(実績)



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

(１)外部知見の活用

中国集中から

アセアンへ
分散・移行

(ベトナム・カンボジア等)

＜アセアン生産比率＞

２４年２月期

(計画)30％

生産拠点を中国集中から
アセアンへ分散

(２)ソーシング先の開拓

前期実績９％

情報、企画・デザインは外部知見を
積極的に取り入れ、活用
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■ ＭＤ構造改革 荒利率改善への取り組み

ＰＢ商品の売上拡大に必要な取り組み



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策
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■ ＭＤ構造改革 単品管理の精度向上
(１)店別品揃え計画とサイズ別単品販売実績をシステム統制

(２)上半期にシステム導入に向けた検証を実施、９月度より移行

システム導入で実現すること

☑ 実績検証・計画修正スピード向上

☑ 発注業務の簡易化、精度向上

☑ 店舗・商品部業務の軽減
(本来必要な業務への時間創出)

【導入スケジュール】

２０２３年

４月度 ５月度 ６月度 ７月度 ８月度 ９月度

設計 開発 テスト

リリース

(３)今後、過剰在庫を生み出さない仕組みを構築



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策
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１７８億円

【商品在庫原価計画】

２５４億円
総在庫原価

総在庫原価

２４年２月期末に、商品在庫を適正水準まで引き下げる
⇒在庫原価回転日数１２０日・在庫原価金額１７８億円

２３年２月期
期末

２４年２月期
２Ｑ

２４年２月期
期末

■ ＭＤ構造改革 商品在庫の適正化

商品在庫の適正化完了

１４５日

１２０日



■ 組織・コスト構造改革 本社・店舗のデジタルシフト
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販売管理費総額を抑制し、接客販売に専念できる店舗環境の実現

（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

(１)小さな本社の実現

②本社スタッフの店舗配属

(２)店舗販売スタッフの増強

②地域に根差した店長への教育環境整備

①本社機能、役割の見直し(店舗サポートに特化)

①地域に根差した店長

差異 ２４年２月期
２５％

現フレックス従業員の店長登用

２５年２月期
５０％以上

販売力を高める知識・技術、マネジメント

【販売管理費計画】

前期差

△２３億円



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

■ 組織・コスト構造改革 本社・店舗のデジタルシフト

システムで業務を繋ぎ、業務の効率化・高度化を図る

②売価変更業務の自動化

③商品入荷時スキームの簡略化

①紙帳票電子化による業務の自動化・簡略化

④店舗運営マニュアルの電子化

⑤商品発注・転送機能の追加
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(２)店舗のデジタルシフト

物流
計画 商品仕入

計画

販売
計画

人員
計画

経営
管理投資

計画

商品・営業・財務データを連携

(１)本社のデジタルシフト

＜店舗業務をスマートフォンへ集約＞



（３）対処すべき課題 ②２４年２月期重点施策

■ ＥＣ事業の成長と拡大 ＥＣ事業黒字化に向けた取り組み
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(１)２４年２月期まで、アウトレット(在庫処分)の役割を担う

コロナ禍

(２)不採算外部サイトからの退店及び自社サイト強化(収支構造再構築)

(３)オムニチャネル化の推進、ＥＣとリアルを繋げる

黒字化アウトレット(在庫処分)の役割

ＥＣ売上
全社構成比
４％以上

店頭サイネージからのコンテンツ配信
ｉｐａｄを活用したスタイリング提案
ＱＲコードを使った在庫検索(お客さま用)

【ＥＣ事業損益実績・計画】 【ＥＣとリアルを繋げる】



（３）対処すべき課題 ③２４年２月期通期連結業績予想
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(単位:百万円)

予想 前期比/差

売上高 66,000 100.5%

営業利益 ▲ 1,300 + 3,504

経常利益 ▲ 1,600 + 3,404

当期純利益 ▲ 2,200 + 3,323

２４年２月期(通期)

(既存店売上前期比:104.0%）
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